
企画・編集/小豆島町企画財政課 2014年10月1日発行
〒761－4388　香川県小豆郡小豆島町池田2100－4　TEL0879-75-1800  FAX0879-75-1500
http://www.town.shodoshima.lg.jp/　E-mail　olive-kikaku@town.shodoshima.lg.jp 町広報

～煌
きらめ

く海、瞳輝く、実りのまち～

No.103 10月号
…………… Ｐ2

………… Ｐ4

………… Ｐ5
…… Ｐ6

…………… Ｐ7
……………………Ｐ10

……………………………Ｐ14
……………………………Ｐ15

……………………Ｐ17
…………Ｐ18

●小豆島の石の文化の魅力を
　　　　　　　　　　　ご紹介します
●小豆島町から医療についての
　　　　　　　　　　　　　お知らせ
●秋も「福武ハウス」開催中‼
●町長の「八日目の蟬」記　セレクション
●新たなまちづくりへ向けて
●子どもの健康相談室
●まちのわだい
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！　私の提言

「アジア諸地域を結ぶ」
～福田アジアンバザール　チングドゥル演奏【韓国】～
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瀬
戸
内
海
・
小
豆
島
に
は
人
々
の
暮
ら
し
と
と
も
に
育
ま
れ
、

時
の
流
れ
に
応
じ
て
変
化
し
花
咲
い
て
き
た
素
晴
ら
し
い
石
の
文

化
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
の
中
山
地
区
に
は
、
大
規
模
地
す
べ
り
の
地
形
の
緩
斜

面
を
利
用
し
た
棚
田
が
あ
り
ま
す
。
地
球
活
動
で
生
ま
れ
た
石（
安

山
岩
）
を
利
用
し
、
石
積
み
の
土
手
を
築
く
こ
と
で
、
見
事
な
千

枚
田
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
稲
作
の
豊
作
を
祝
う
農
村
歌

舞
伎
の
文
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
祭
礼
の
見
物
席
と
し
て
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
を

誇
る
「
池
田
の
桟
敷
」、
人
々
の
生
活
と
田
畑
を
守
り
続
け
総
延

長
１
２
０
キ
ロ
に
及
ぶ
「
猪
鹿
垣
」
な
ど
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
17
世
紀
に
は
、
小
豆
島
を
は
じ
め
瀬
戸
内
海
の
島
々

や
沿
岸
域
な
ど
か
ら
、
巨
石
が
切
り
出
さ
れ
、
海
を
渡
っ
て
、
巨

大
で
強
固
で
美
し
い
大
坂
城
の
石
垣
が
築
か
れ
た
プ
ロ
セ
ス
は
壮

大
な
歴
史
物
語
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
小
豆
島
の
石
の
文
化
の
魅
力
を
高
め
、
未
来
に

伝
え
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
豆
島
の
石
の
文
化
の
魅
力

小
豆
島
の
石
の
文
化
の
魅
力

同
志
社
大
学
文
化
遺
産
情
報
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
海
中

遺
構
調
査

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
大
坂

城
築
造
の
船
積
み
の
遺
構
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
天
狗
岩

磯
丁
場
の
「
か
も
め
石
」。

　

そ
の
沖
合
6
キ
ロ
に
「
水
ノ

子
岩
」
と
呼
ば
れ
る
岩
礁
が
存

在
し
ま
す
。

　

昭
和
52
年
に
水
ノ
子
岩
学
術

調
査
団
（
山
陽
新
聞
社
な
ど
）

の
手
に
よ
り
行
わ
れ
た
調
査
で

は
、
こ
の
海
底
か
ら
大
量
の
古

備
前
焼
（
室
町
時
代
前
期
）
が

引
き
揚
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
海
洋
域
の
石

材
分
布
な
ど
を
調
査
し
、
こ
れ

ま
で
謎
に
包
ま
れ
て
き
た
、
海

運
技
術
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

ま
す
。

未
来
に
伝
え
る
石
の
文
化
展

―
福
田
に
の
こ
る
記
憶
か
ら
―

　

古
く
は
大
坂
城
築
造
に
は
じ

ま
り
、
皇
居
正
門
石
橋
（
め
が

ね
橋
）
や
伏
見
桃
山
御
陵
の
建

造
と
い
う
歴
史
的
出
来
事
の
な

か
に
「
福
田
の
石
」
の
記
録
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
石
」
に
関
わ
る
知
識
や
技

術
は
、
親
か
ら
子
へ
、
親
方
か

ら
弟
子
へ
と
受
け
継
が
れ
、
福

田
と
い
う
小
さ
な
集
落
の
大
切

な
文
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

未
来
に
伝
え
た
い
石
の
文
化

を
、
福
田
に
の
こ
る
記
憶
か
ら
、

ひ
と
つ
の
小
さ
な
か
た
ち
に
し

て
福
武
ハ
ウ
ス
の
2
階
で
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
福
田
ア
ジ
ア
ン
バ
ザ
ー
ル

　

石
の
産
業
や
文
化
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
9
月

14
日
に
開
催
さ
れ
た
「
福
田
ア

ジ
ア
ン
バ
ザ
ー
ル
」
に
お
い
て
、

石
の
彫
刻
の
展
示
や
さ
ま
ざ
ま

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
大
切
な
伝
統
・
文
化
・

産
業
を
未
来
に
伝
え
る
小
さ
な

取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま

す
。

を
ご
紹
介
し
ま
す

大地の恵みを受けて、人々の知と
技術により築かれた中山の棚田

水ノ子岩での海中遺構調査の様子

石の文化展を体験する中学生のふるさと学習

石細工コーナーの様子
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《探訪先》
❶弁天島古墳群：古墳時代の積石墳墓や箱式石棺墓が発見され、秘められた魅力がある無人島。
❷水ノ子岩：室町時代初期の古備前焼が大量に発見された播磨灘の岩礁。海底に眠る石材の正体は。
❸大坂城残石亀崎丁場：黒田官兵衛の嫡男、黒田筑前守長政が採石した国指定石切丁場跡。
❹大坂城千振石切丁場：福岡藩黒田家が採石したと伝わる千振島。謎めいた船積遺構が佇む無人島。
⑤大坂城残石豆腐石丁場：石切技術の傑作といわれ、美しく巨大な矢穴痕と刻印を残す巨石・豆腐石。
⑥現役稼働丁場：関西国際空港や神戸空港の建設など、日本の発展を支える現役稼働丁場。
◎福田体育館（シンポジウム会場）：400年前の石切りの技術に現役の石工が挑戦。矢穴の大きさや深さは、
　　　そして石切りに用いられた道具は、木矢かそれとも鉄の矢か。石工道具の鍛冶仕事も再現します。

基調講演　13：00～15：20
1.『石の文化：瀬戸内技法の誕生とサヌカイト』津村宏臣（同志社大学文化遺産情報科学研究センター長）
2.『邪馬台国時代の弁天島古墳群と積石文化』石野博信（兵庫県立考古博物館長）
3.『水ノ子礁（岩）と周辺の海中調査』渡邊俊介（同志社大学文化遺産情報科学研究センター研究員）
4.『石と人との関わりの歴史－香川県の過去・現在・未来－』朽津信明（東京文化財研究所保存修復科学センター修復材料研究室長）
5.『未来に伝える石の文化－福田にのこる記憶から－』川宿田好見（小豆島町「世界遺産化」対策室学術専門員）

フリーディスカッション　15：30～16：40

パネル展
　「未来に伝える石の文化－福田にのこる記憶から－」
福武ハウスの２階で展示しているパ
ネル展を模様替えし、未来に伝えた
い石の文化をお届けします。

古来より瀬戸内海の歴史と文化に深
くつながってきた小豆島の石。「世
界遺産化」への取り組みなどその未
来を語ります。

定　員：70名程度
参加費：2,000円（9日　昼食つき）
※集合場所や集合時間など、詳細はチケット送付時にご連絡します。

小豆島 石の文化誕生　シンポジウム 2014年11月8日㈯～9日㈰

海と大地と人々が織りなす石の文化の浪漫を小さな旅にしてお届けします。

8.sat.13：00～17：00 海の文化遺産❶～❹　9.sun.9：30～12：00 ジオポイント⑤～⑥

会場：福田体育館（福武ハウス）
定員：300名程度
参加費：無料

人々の暮らしとともに育まれ、時の流れに応じて変化し花咲いてきた各時代の石の文化に焦点をあて、その魅力を物語りにしてお届けします。

9日.sun.12：15（受付開始）

ー海と大地の恵みー 人々の知と技術が織りなす瀬戸内の石文化

中 村 博 司
前大阪城天守閣館長

塩 田 幸 雄
小豆島町長

長谷川 修 一
香川大学工学部教授

川宿田 好 見

朽 津 信 明渡 邊 俊 介石 野 博 信津 村 宏 臣

千種旅館

民宿 丸山

福田こども園

福田港から徒歩10分

福田港
フェリー
ターミナル

福田港

福田郵便局

レンタカー

葺田
八幡神社

←寒霞渓
・吉田ダ

ム

福田体育館
（福武ハウス）

シンポジウム会場

春日堂

安
田
方
面
↓

↑
土
庄
方
面

【コメンテーター】

【パネリスト】【コーディネーター】

石の文化クルージング・ジオサイト探訪

シンポジウム

◎

3

4

2

1

6

5

福田体育館(福武ハウス)
シンポジウム会場

「400年前の石切と鍛冶実演」

大坂城
千振石切丁場

水ノ子岩

弁天島古墳群

草壁港桟橋発
土庄港桟橋着

大坂城残石
豆腐石丁場

大坂城残石
亀崎丁場

現役稼働丁場

　

旧
石
器
時
代
を
代
表
す
る
サ

ヌ
カ
イ
ト
を
利
用
し
た
ナ
イ
フ

型
石
器
、
古
墳
時
代
の
石
の
遺

産
が
残
る
弁
天
島
古
墳
群
、
江

戸
時
代
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支

え
、
桂
離
宮
の
石
灯
籠
に
も
使

わ
れ
た
豊
島
石
。

　

そ
し
て
、
黒
田
官
兵
衛
孝
高

の
嫡
男
・
長
政
が
採
石
し
た
大

坂
城
石
垣
石
切
丁
場
跡
と
船
積

み
遺
構
。

　

瀬
戸
内
海
・
小
豆
島
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
象
徴
す
る

石
の
文
化
が
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

人
々
の
暮
ら
し
と
と
も
に
育
ま

れ
、
時
の
流
れ
に
応
じ
て
変
化

し
花
咲
い
て
き
た
各
時
代
の
石

の
文
化
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の

魅
力
を
物
語
に
し
て
お
届
け
し

ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

企
画
財
政
課
、
町
立
図
書
館
、

各
地
区
公
民
館
等
に
置
い
て
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
（
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望

形
態
）
を
記
入
の
う
え
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
石
の
文
化
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
・

ジ
オ
サ
イ
ト
探
訪
だ
け
の
参

加
は
、
受
け
付
け
て
い
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
先
着
順
と
し
、
受
付

完
了
後
に
参
加
チ
ケ
ッ
ト
を

送
付
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
参
加
チ
ケ
ッ
ト
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り　

10
月
17
日
㈮

主
催　

小
豆
島
町
、
同
志
社
大

学
共
催　

土
庄
町

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課

　

☎
７
５
―
１
８
０
０

小
豆
島

小
豆
島  

石
の
文
化
誕
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

石
の
文
化
誕
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜〜  

海
と
大
地
の
恵
み

海
と
大
地
の
恵
み  

〜〜

人
々
の
知
と
技
術
が
織
り
な
す
瀬
戸
内
の
石
文
化

人
々
の
知
と
技
術
が
織
り
な
す
瀬
戸
内
の
石
文
化水深20メートル付近の海底に謎の

石材が眠る水ノ子岩
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上
手
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
‼

●
子
ど
も
の
救
急
電
話
相
談

　

年
少
人
口
は
減
っ
て
い
ま
す

が
、
小
児
科
の
患
者
数
は
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
夜
間
の
受

診
は
、
小
児
科
医
の
負
担
を
よ

り
増
や
す
こ
と
と
な
り
、
こ
の

こ
と
が
積
み
重
な
れ
ば
小
児
医

療
に
影
響
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
小
児
救
急
電

話
相
談
」
を
活
用
い
た
だ
き
、

翌
日
ま
で
待
て
そ
う
な
軽
い
症

状
の
場
合
は
、
翌
日
に
か
か
り

つ
け
医
を
受
診
い
た
だ
く
な

ど
、
夜
間
の
救
急
医
療
を
必
要

と
す
る
方
の
た
め
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

利
用
時
間

　

毎
日　

19
時
〜
翌
8
時

電
話
番
号

　

♯
８
０
０
０ 

ま
た
は
専
用
電

話
番
号　

☎
０
８
７
―
８
２
３

―
１
５
８
８

【
♯
８
０
０
０
は
、
全
国
共
通

の
短
縮
番
号
で
す
。
プ
ッ
シ
ュ

回
線
・
携
帯
電
話
（
主
要
携
帯

電
話
会
社
３
社
）
か
ら
の
通
話

が
可
能
で
す
。】

●
一
般
向
け
救
急
電
話
相
談

　

夜
間
救
急
を
適
切
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
大
人
を
対

象
と
し
た
救
急
電
話
相
談
も
開

設
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が

あ
る
か
ど
う
か
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

利
用
時
間

　

毎
日　

19
時
〜
翌
8
時

電
話
番
号

　

☎
０
８
７
―
８
１
２
―

１
０
５
５

※
こ
の
救
急
電
話
相
談
は
、
あ

く
ま
で
も
電
話
に
よ
る
ア
ド
バ

イ
ス
で
す
。
診
断
・
治
療
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。（
看
護
師
ま

た
は
保
健
師
が
対
応
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
医
師
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。）

▽
そ
の
お
薬　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
替
え
ら
れ
る
の
を
ご

存
じ
で
す
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と

は
、
先
発
し
て
作
ら
れ
た
医
薬

品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
同

じ
有
効
成
分
、
同
じ
効
能
・
効

果
を
も
ち
販
売
さ
れ
て
い
る
医

薬
品
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
効
率
よ
く
利
用
す
る
こ
と

で
、
み
な
さ
ん
の
国
保
を
守
る

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

▽
効
き
目
は
同
じ
で
す
‼

　

先
発
医
薬
品
と
同
じ
有
効
成

分
、
同
じ
効
能
・
効
果
な
の
で
、

効
き
目
も
先
発
医
薬
品
と
同
等

で
す
。

▽
安
全
性
も
大
丈
夫
‼

　

先
発
医
薬
品
と
同
様
の
品
質

基
準
に
基
づ
い
て
製
造
さ
れ
て

い
て
、
厚
生
労
働
省
の
承
認
基

準
も
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
で
、

安
心
し
て
使
用
で
き
る
薬
で
す
。

▽
家
計
に
や
さ
し
い
‼

　

製
品
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
薬
の
開
発
に
費
用
が
か

か
っ
て
い
な
い
の
で
、
薬
自
体

の
値
段
は
３
割
〜
５
割
く
ら
い

安
く
な
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
み
な
さ
ん
が
実
際
に

窓
口
で
支
払
っ
て
い
る
自
己
負

担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処

方
し
て
も
ら
う
に
は
、
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
‼

※
病
状
や
体
質
な
ど
に
よ
っ
て

は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
替
え
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
薬
局
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
取
り
寄
せ

に
な
っ
た
り
、
取
り
扱
っ
て

い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

予
約
受
付
期
間
・
方
法

　
【
小
児
科
】

　
・
生
後
6
か
月
〜
小
学
生

　

10
月
1
日
㈬
〜
12
月
24
日
㈬

　
・
中
学
生

　

10
月
1
日
㈬
〜

　
　
　

平
成
27
年
1
月
15
日
㈭

　

期
間
中
の
平
日
に
小
児
科
受

付
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付

け
ま
す
。

　
【
成
人
】

　

10
月
1
日
㈬
〜
12
月
12
日
㈮

　

期
間
中
の
平
日
16
時
〜
17
時

に
病
院
受
付
窓
口
ま
た
は
電
話

で
受
け
付
け
し
ま
す
。

接
種
期
間

　
【
小
児
科
】

　

10
月
14
日
㈫
〜

　
　
　

平
成
27
年
1
月
15
日
㈭

　
【
成
人
】

　

11
月
4
日
㈫
〜
12
月
12
日
㈮

接
種
回
数

　
・
生
後
6
か
月
〜
小
学
生
2
回

　
・
右
記
以
外
の
方
1
回

※
流
行
の
始
ま
る
ま
で
に
、
早

め
の
接
種
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

内
海
病
院

　

☎
８
２
―
２
１
２
１

内
海
病
院
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

内
海
病
院
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

予
防
接
種
に
つ
い
て

小
豆
島
町
か
ら
医
療
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

小
豆
島
町
か
ら
医
療
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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秋も「福武ハウス」開催中‼秋も「福武ハウス」開催中‼
　１つの集落を通してアジア諸地域がつながるプロジェクト「福武ハウス－アジア・アート・プラット
フォーム2014」。秋期では、台湾のアート事情のお話や、感謝祭も開催します。

10月18日（土）

11月3日（月・祝）

13：00～15：00
会場：福武ハウス内
旧福田小学校体育館
参加無料・要事前申込

15：00～17：00
会場：福武ハウス内

2014年9月6日（土）～11月3日（月・祝）　土日祝日開館
■ 福武ハウス（旧福田小学校）開館時間 10：00～17：00
■ 福田「家プロジェクト」きょく（旧郵便局舎）開館時間 10：00～17：00
■ 福田アジア食堂　営業時間 11：00～16：00
鑑賞料金：500円（15才以下無料） ※福武ハウス・福田「家プロジェクト」共通
チケット販売所：福武ハウス

お問い合わせ／福武ハウス　
電話：0879－62－9301（受付時間：土日祝日 10：00～16：00）　Email：info@fukutake-house.or.jp

https://www.facebook.com/fukutakehouse.asiaartplatform最新情報はFacebookで！

■お申し込み方法：電話受付
公益財団法人福武財団 　087-892-2550
（受付時間：平日月～金 9：00 ～ 17：00）

　

ア
ジ
ア
の
ア
ー
ト
事
情
を
考
察
す
る
ア
ジ

ア
・
ア
ー
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
ア
ー
ト
に
焦

点
を
あ
て
て
議
論
を
展
開
し
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
は
福
田「
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

き
ょ
く
に
参
加
し
た
台
湾
歴
史
資
源
経
理
学

会
の
台
湾
内
外
で
の
活
動
紹
介
を
通
じ
て
、

台
湾
に
お
け
る
地
域
と
ア
ー
ト
の
関
係
を
探

り
ま
す
。
ま
た
、
大
地
の
芸
術
祭
や
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
を
例
に
、
地
域
に
根
づ
く
芸
術

祭
と
し
て
２
０
１
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
台

湾
の
「
桃
園
地
景
芸
術
節
」
か
ら
も
関
係
者

の
方
を
迎
え
、
台
湾
に
お
け
る
最
新
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

桃
園
地
景
芸
術
節
の
関
係
者
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
定
員
１
０
０
名
。
定
員
に
空
き
が
あ
る
場

合
、
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。）

　

福
武
ハ
ウ
ス̶

ア
ジ
ア
・

ア
ー
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

２
０
１
４
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
。

　

中
華
圏
で
人
気
の
獅
子
舞
・

舞
踊
な
ど
の
芸
能
と
、
小
豆
島

に
唯
一
の
奉
納
獅
子
舞
と
し
て

伝
承
さ
れ
て
い
る
福
田
地
区
の

獅
子
舞
を
披
露
し
ま
す
。
ア
ジ

ア
各
地
域
で
も
、
福
田
で
も
、

地
元
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い

る
豊
か
な
民
俗
・
伝
統
芸
能
を

体
感
し
な
が
ら
、
祝
祭
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
福

田
ア
ジ
ア
食
堂
で
は
、ア
ジ
ア
・

福
田
の
料
理
を
提
供
し
ま
す
。

アジア・アート・フォーラム2014 
「台湾におけるコミュニティー参加型のアート事情」

福武ハウスの感謝祭

福武ハウス－アジア・アート・プラットフォーム2014［秋期］
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れ
い
な
小
豆
島
」
の
三
つ
を
書

き
た
か
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

映
画
化
ま
で
に
は
、
脚
本
の

手
直
し
、
先
日
の
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
に
登
場
し
た
鈴
木
敏
夫
さ

ん
の
よ
う
な
辣
腕
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、
橋
口
監
督
の
よ
う
な
理

想
を
追
い
求
め
る
監
督
、
個
性

た
っ
ぷ
り
の
演
技
の
で
き
る
リ

リ
ー
さ
ん
の
よ
う
な
俳
優
、
そ

し
て
多
数
の
裏
方
さ
ん
な
ど
、

ひ
と
つ
の
映
画
を
つ
く
り
あ
げ

る
に
は
、
途
方
も
な
い
人
の
力

が
結
集
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
「
12
人
の
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
」

の
映
画
化
を
目
指
し
て
、
粘
り

強
く
取
り
組
ん
で
こ
う
と
思
い

ま
す
。　
（
９
月
４
日
掲
載
分

か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
で
開
か
れ
た
瀬
戸
内

こ
ど
も
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
「
オ
リ
ー
ブ
の
島
脚
本
賞
」

に
高
松
市
の
水
谷
京
子
さ
ん
が

書
か
れ
た
「
12
人
の
プ
レ
イ

ボ
ー
ル
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
脚
本
賞
は
、
3
年
前
の

「
瀬
戸
内
国
際
こ
ど
も
映
画
祭
」

の「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
脚
本
賞
」

を
引
き
継
ぐ
も
の
で
す
。
こ
の

と
き
の
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
の「
瀬

戸
内
海
賊
物
語
」
は
今
年
映
画

化
さ
れ
全
国
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
豆
島
は
壺
井
栄
原
作
の
木

下
恵
介
監
督
、
主
演
高
峰
秀
子

さ
ん
の
映
画
「
二
十
四
の
瞳
」

で
世
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
吉
永
小

百
合
さ
ん
の
「
明
日
の
花
嫁
」
を

は
じ
め
、
最
近
で
は
「
八
日
目
の

蟬
」「
魔
女
の
宅
急
便
」
な
ど
、

小
豆
島
は
映
画
と
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
縁
の
あ
る
島
で
す
。

　

こ
の
小
豆
島
を
舞
台
に
、「
二

十
四
の
瞳
」
を
受
け
継
ぐ
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
を
テ
ー
マ
に

し
た
映
画
を
つ
く
り
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
未
来
に
役
立
て
た

い
と
い
う
の
が
瀬
戸
内
こ
ど
も

映
画
祭
と
脚
本
賞
の
目
的
で
す
。

　

瀬
戸
内
海
の
小
さ
な
島
の
さ

さ
や
か
で
す
が
、
気
持
ち
の
こ

も
っ
た
夢
の
あ
る
未
来
志
向
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

今
年
の
「
オ
リ
ー
ブ
の
島
」

脚
本
賞
は
、
こ
の
趣
旨
に
ま
さ

に
ぴ
っ
た
り
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
「
12
人
の
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
」

は
、
実
は
、
小
豆
島
高
校
野
球

部
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ブ
ロ
グ
で
、
何
度
も
紹
介

し
て
い
ま
す
が
、
小
豆
島
高
校

野
球
部
は
、
杉
吉
勇
輝
監
督
就

任
以
来
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

小
豆
島
出
身
の
生
徒
だ
け
の

チ
ー
ム
で
甲
子
園
出
場
を
目
指

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

水
谷
さ
ん
は
、
こ
の
作
品
で
、

「
少
年
た
ち
の
成
長
と
、
ス
ポ

根
で
な
い
野
球
の
ド
ラ
マ
、
き

　
『
12
人
の
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
』

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂
Vol.45

「12人のプレーボール」を執筆した
水谷京子さん

　

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
醤
油
の
中
に
は
２
〜

３
％
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
含
ま
れ
て

お
り
、
醤
油
の
香
り
に
重
要
な
働

き
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ル

コ
ー
ル
は
醤
油
の
醸
造
工
程
に
お

い
て
醤
油
酵
母
に
よ
る
発
酵
に

よ
っ
て
造
ら
れ
ま
す
。
醤
油
の
品

質
を
評
価
す
る
う
え
で
、
ア
ル

コ
ー
ル
発
酵
は
重
要
で
す
。

　

発
酵
食
品
研
究
所
で
は
、
こ
の

よ
う
な
醤
油
の
優
良
な
成
分
を
造

る
酵
母
を
探
す
た
め
に
、
試
験
管

レ
ベ
ル
で
の
酵
母
の
培
養
と
培
養

液
の
官
能
検
査
を
繰
り
返
し
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
に
醤
油
桶
が

２
０
０
０
本
程
度
あ
り
、
そ
の
う

ち
約
半
数
の
１
０
０
０
本
程
度
が

小
豆
島
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
桶
醤

油
の
特
長
を
調
査
し
付
加
価
値
を

高
め
る
こ
と
は
、
小
豆
島
に
お
け

る
醤
油
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

平
成
24
年
度
か
ら
小
豆
島
桶
醤
油

ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
事
業
を
実
施

し
、
桶
醤
油
の
酵
母
の
発
酵
過
程

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
醤
油
酵
母

に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
は
通
常

気
温
が
上
が
る
５
〜
６
月
に
始
ま

り
、
８
〜
９
月
に
終
わ
る
事
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
も

ろ
み
の
熟
成
に
関
わ
る
酵
母
の
存

在
が
認
め
ら
れ
た
桶
も
あ
り
、
発

酵
管
理
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
現
在
食
品
の
味
を

数
値
化
で
き
る
味
認
識
装
置
を
導

入
し
、
木
桶
醤
油
の
味
の
特
長
を

分
析
し
て
い
ま
す
。
桶
醤
油
に
見

ら
れ
る
微
生
物
、
香
り
、
味
の
測

定
デ
ー
タ
に
よ
り
詳
細
に
桶
醤
油

の
特
長
を
把
握
し
、
改
良
を
加
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
に
品
質
に

良
い
も
の
が
製
造
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
、
小
豆
島
醤
油
産
業
の
発

展
に
寄
与
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　

　
　
　

小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

　
「
醤
油
酵
母
に
つ
い
て
」

醤油酵母

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所

主
任
研
究
員

岡　

崎　

賢　

志
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オ
リ
ー
ブ
で
健
康

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・・

長
寿
の
島
づ
く
り

長
寿
の
島
づ
く
り

　

安
田
小
学
校
の
四
年
生
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
オ

リ
ー
ブ
に
つ
い
て
学
習
し
て
い

ま
す
。
小
児
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
を
受
け
る
四
年
生
に
と
っ

て
、
オ
リ
ー
ブ
と
健
康
に
つ
い

て
関
心
を
持
て
る
よ
い
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
と
健
康
に
つ
い
て

の
学
習
の
中
で
、
栄
養
教
諭
に

よ
る
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
っ

た
調
理
実
習
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
日
の
放
課
後
、「
先
生
、

ナ
ス
お
い
し
か
っ
た
よ
。」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
子
が
い

ま
し
た
。
苦
手
だ
っ
た
ナ
ス
の

お
い
し
さ
が
わ
か
り
、
う
れ
し

か
っ
た
よ
う
で
し
た
。「
ど
ん

な
料
理
だ
っ
た
の
。」
と
聞
く

と
、「
塩
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

で
味
付
け
を
し
た
『
焼
き
ナ
ス

の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
が
け
』
と

い
う
料
理
だ
っ
た
。」
と
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

苦
手
な
野
菜
に
魔
法
を
か
け

て
お
い
し
く
し
て
く
れ
た
の
は

『
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
』
で
し
た
。

 

オ
リ
ー
ブ
に
つ
い
て
調
べ
た
こ

と
を
「
先
生
、
オ
リ
ー
ブ
っ
て

す
ご
い
ね
。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

は
、
料
理
を
お
い
し
く
し
て
く

れ
た
り
、
私
た
ち
を
元
気
に
し

て
く
れ
た
り
す
る
。」「
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
の
搾
り
か
す
を
乾
燥

さ
せ
た
餌
を
食
べ
た
牛
は
、
ヘ

ル
シ
ー
で
お
い
し
い
オ
リ
ー
ブ

牛
に
な
る
ん
だ
よ
。」
と
瞳
を

輝
か
せ
て
話
し
て
く
れ
ま
す
。

保
健
室
は
、
子
ど
も
た
ち
の
情

報
が
集
ま
る
ふ
れ
あ
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

  

小
豆
島
の
宝
物
オ
リ
ー
ブ
を

好
き
に
な
っ
て
、
元
気
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
が
増
え
る
と

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　『
オ
リ
ー
ブ
っ
て
す
ご
い
ね
。』

　
　
安
田
小
学
校

養
護
教
諭

松　

尾　

嘉　

子

敷
地
内
の
駐
車
場
や
舗
装
な
ど

の
工
事
に
入
り
、
平
成
28
年

の
1
月
頃
か
ら
は
、
機
材
や
備

品
の
搬
入
据
付
の
ほ
か
、
医
療

を
中
断
す
る
こ
と
な
く
新
病
院

に
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
機

器
、
設
備
の
試
運
転
や
リ
ハ
ー

サ
ル
を
行
い
、
引
越
し
作
業
な

ど
を
経
て
当
初
の
計
画
ど
お
り

平
成
28
年
春
の
開
院
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

建
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
基
礎
工
事
と
し
て
杭
打

ち
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
10

月
末
頃
か
ら
は
掘
削
作
業
に
入

り
、
12
月
頃
か
ら
は
基
礎
躯
体

工
事
に
か
か
る
予
定
で
す
の

で
、
建
物
が
立
ち
上
が
り
始
め

る
ま
で
に
は
も
う
少
し
時
間
が

か
か
り
ま
す
。

　

小
豆
島
中
央
病
院
の
開
院
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
小
豆
島
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
に
不
可
欠
な
事
業
と
な
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

　

小
豆
島
中
央
病
院
の
建
築
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
病
院
の
建
設
は
、
土
庄
町

と
小
豆
島
町
の
２
町
で
立
ち

上
げ
た
小
豆
医
療
組
合
で
行
っ

て
お
り
、
小
豆
島
町
で
は
病
院

再
編
推
進
室
が
こ
の
事
業
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
づ
く
り
は
建
物
を
造
る

だ
け
で
は
な
く
、
病
院
が
機
能

す
る
よ
う
に
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ

ト
面
を
合
わ
せ
て
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
す
る
も
の
で
す
。

　

建
物
以
外
の
ハ
ー
ド
面
で

は
、
病
院
建
築
に
あ
わ
せ
て
医

療
機
器
や
備
品
の
整
備
や
電
子

カ
ル
テ
な
ど
の
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま

す
。
ソ
フ
ト
面
で
は
人
材
確
保

を
は
じ
め
、
院
内
業
務
の
連
携
、

運
営
方
法
、
新
病
院
へ
の
交
通

ア
ク
セ
ス
や
、
こ
れ
ま
で
両
町

で
培
っ
て
き
た
福
祉
と
の
連
携

を
構
築
す
る
た
め
の
準
備
な

ど
、
両
町
の
関
係
各
課
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

次
に
、
開
院
ま
で
の
予
定
に

つ
い
て
は
、
今
年
か
ら
平
成

27
年
度
に
か
け
て
、
本
体
の
建

設
工
事
の
ほ
か
に
医
療
機
器
の

選
定
や
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の

構
築
作
業
に
着
手
し
ま
す
。
平

成
27
年
度
か
ら
は
、
病
院
の

「
新
病
院
の
開
院
に
向
け
て
」　　
　

　
　

病
院
再
編
推
進
室

室　

長

森　
　
　
一　

生

焼きナスのオリーブオイル
がけの調理実習の様子　　

国道側からの外観図
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健
康
づ
く
り
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

健
康
づ
く
り
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

『
オ
ー
リ
ー
』
が
誕
生
し
ま
し
た

『
オ
ー
リ
ー
』
が
誕
生
し
ま
し
た
‼‼

　

小
豆
島
町
で
は
、
生
涯
を
と

お
し
た
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
に
、
平
成
26
年
度

か
ら
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
新
た

な
健
康
づ
く
り
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
健
康
づ

く
り
の
応
援
活
動
を
行
う
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
、『
オ
ー
リ
ー
』
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
リ
ー
も
皆
さ
ん
と
一
緒

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

応
援
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【プロフィール】
　小豆島名産のオリーブオ
イルと醤油を愛するちょっ
とメタボなオリーブ博士。
実は、ウォーキング好き健
康オタクで、小豆島町の健
康づくり応援隊長（自称）
に任命される。「だって～
だもんね」が口癖。

ゆるキャラ®グランプ
リ2014に出場してい
ますので、皆さんの温
かい1票をよろしくお
願いします。
http://www.yurugp.
jp/（インターネット
で10月20日まで1日1
回投票できます。）

　

現
在
申
請
の
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」
の
受
付
期
間
は
10
月
31
日

㈮
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
原
則

と
し
て
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　

お
送
り
し
て
い
る
申
請
書
の

所
定
の
欄
に
記
入
・
押
印
し
、

必
要
書
類
を
添
付
し
て
同
封
の

返
信
用
封
筒
に
て
郵
送
し
て
い

た
だ
く
か
、
左
記
の
申
請
受
付

場
所
へ
、
印
鑑
、
振
込
先
が
わ

か
る
通
帳
、
支
給
対
象
者
お
よ

び
申
請
者
全
員
の
本
人
確
認
書

類
（
健
康
保
険
証
、
免
許
証
等
）

を
お
持
ち
の
う
え
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申
請
受
付
場
所

　
・
健
康
づ
く
り
福
祉
課

　
・
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
・
各
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り

福
祉
課　

☎
８
２
―

７
０
３
８

給
付
金
の
申
請
受
付
期
間
は

給
付
金
の
申
請
受
付
期
間
は

1010
月月
3131
日
ま
で
で
す

日
ま
で
で
す
‼‼

日　程　10月20日㈪、24日㈮、27日㈪、31日
㈮、11月3日㈪、7日㈮、10日㈪、14
日㈮　計８回

時　間　19時30分～21時30分　
場　所　内海総合運動公園テニスコート
対象者　・小学５年生以上の児童・生徒とそ

の保護者
　　　　※ただし、児童・生徒だけで参加す

る場合は、保護者の方で送迎をお
願いします。

　　　　・町内在住または町内の事業所に勤
務する一般の方

定　員　40名（先着順）
参加料　1,000円（保険料含む）
　　　　※教室初日にご持参
　　　　　ください。
申し込み先　社会教育課　
　　　　☎82－7015
　※お電話でお申し込みください。

小豆島町初心者テニス教室　受講生募集‼小豆島町初心者テニス教室　受講生募集‼

●
電
話
・
来
所
・
訪
問
相
談 

　

学
校
を
休
み
が
ち
・
い
じ

め
・
進
路
な
ど
教
育
に
つ
い
て

小
・
中
・
高
校
生
や
保
護
者
か

ら
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
【
受
付
時
間
】　

月
〜
金
曜
日

（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

8
時
30
分
〜
17
時

●
親
の
会

　

学
校
を
休
み
が
ち
の
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
（
父
母
、
祖
父

母
な
ど
）
が
悩
み
や
子
ど
も
と

の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て
話
す

会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
【
日
時
】　

毎
月 

第
3
金
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

内
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
若
竹
教
室
」

☎
６
２
―
６
２

０
０
（
場
所
：

土
庄
中

学
校
東
）

小
豆
地
区
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

小
豆
地
区
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

｢｢

若
竹
教
室

若
竹
教
室｣｣

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

「みんなに愛されて人気者に
なりたいんだもんね。」

援
セ
ン
タ
ー

２：
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オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

①
今
年
は
台
風
の
影
響
で
キ
ズ

　

果
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま

す
。
キ
ズ
か
ら
病
原
菌
が
侵

入
し
、
炭
疽
病
が
発
生
し
易

く
な
っ
て
い
る
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

②
オ
リ
ー
ブ
ア
ナ
ア
キ
ゾ
ウ
ム
シ

　

の
発
生
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
ダ

ン
ト
ツ
水
溶
剤
２
，０
０
０
倍

を
樹
全
体
に
散
布
し
ま
し
ょ

う
。
散
布
し
た
ら
1
日
は
収

穫
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

③
オ
リ
ー
ブ
の
果
実
は
そ
れ
ぞ

　

れ
の
用
途
に
応
じ
て
適
期
に

収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

④
オ
リ
ー
ブ
が
越
冬
す
る
た
め

　

の
養
分
と
し
て
、
ま
た
、
来

年
の
花
芽
の
た
め
の
養
分
と

し
て
、
秋
肥
を
10
月
下
旬
に

施
用
し
ま
し
ょ
う
。

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

　受 賞 者（敬称略）
受　　賞　　区　　分 受　賞　者 受 賞 園 地

香 川 県 知 事 賞 木　村　正　德 小豆島町池田
小 豆 島 町 長 賞 八　木　宏　和 小豆島町西村
土 庄 町 長 賞 青　井　謙　陽 土 庄 町 上 庄
香川県農業協同組合代表理事理事長賞 橋　本　英　輔 小豆島町神懸通
ＮＰＯ法人小豆島オリーブ協会理事長賞 真　砂　千鶴子 小豆島町池田
小豆島オリーブ振興協議会長賞 松　江　寿美雄 小豆島町池田

オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
４
、５
日
に
小
豆
島
オ

リ
ー
ブ
振
興
協
議
会
主
催
に
よ

る
オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
園

地
品
評
会
は
、
小
豆
地
区
の
オ

リ
ー
ブ
生
産
者
相
互
の
切
磋
琢

磨
に
よ
り
、
果
実
の
生
産
技
術

と
品
質
向
上
を
図
り
、
オ
リ
ー

ブ
産
地
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展

と
オ
リ
ー
ブ
産
業
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

県
、
両
町
、
農
協
の
担
当
者

9
名
を
審
査
委
員
と
し
て
、
園

地
の
管
理
状
況
を
は
じ
め
、
剪

定
の
状
況
、
着
果
量
、
病
害
虫

の
有
無
な
ど
の
4
項
目
計
50
点

満
点
で
審
査
を
行
い
、
受
賞
者

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
表
彰

は
平
成
27
年
2
月
に
開
催
予
定

の
冬
期
栽
培
管
理
講
習
会
で
行

い
ま
す
。

※奨励賞　4点

　

子
ど
も
の
人
権

　

大
人
た
ち
の
間
か
ら
、
子
ど

も
に
「
権
利
」
を
教
え
る
こ
と

は
「
わ
が
ま
ま
を
助
長
す
る
」

「
自
己
中
心
に
な
る
」
な
ど
と

い
う
意
見
を
聞
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
権
利
・
人

権
が
人
間
に
と
っ
て
価
値
や

尊
厳
を
持
っ
て
生
き
て
い
く

う
え
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
こ
と
、
自
分
の
権
利
を
自
覚

す
る
こ
と
は
他
人
の
人
権
を

尊
重
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
を
見
落
と
し

た
意
見
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
自
分
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
、
他
人
の
大
切
さ
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

自
分
の
意
見
や
行
動
が
「
わ

が
ま
ま
」
な
の
か
、「
権
利
の

主
張
・
行
使
」
な
の
か
、
子
ど

も
た
ち
が
見
極
め
て
判
断
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
成

長
過
程
で
「
権
利
」
に
気
づ
く

機
会
を
つ
く
る
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
大
人
に

と
っ
て
も
重
要
で
す
。

　

子
ど
も
に
関
わ
る
人
権
問

題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、

子
ど
も
の
「
あ
り
の
ま
ま
」
を

認
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
ず
な
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
一

人
の
人
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
違
い
が
大
切

に
さ
れ
、
個
性
が
尊
重
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
も
、
大
人
が
子
ど

も
の
成
長
・
発
達
を
「
待
つ
」

と
い
う
こ
と
も
含
め
て
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
昔
は
…
だ
っ
た
」「
い
ま
ど

き
の
子
ど
も
は
…
」
と
嘆
い
た

り
、「
子
ど
も
だ
か
ら
…
」「
子

供
の
く
せ
に
…
」
と
大
人
の
価

値
観
を
子
ど
も
に
一
方
的
に

押
し
つ
け
た
り
す
る
前
に
、
子

ど
も
の
「
力
」
を
信
頼
し
て
、

子
ど
も
と
向
き
あ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
問
い
合
せ
先
】
人
権
対
策
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
１

し
あ
わ
せ
づ
く
り
の
た
め
の
人
権
教
育

し
あ
わ
せ
づ
く
り
の
た
め
の
人
権
教
育

審 査 風 景

「キズ果」。果実が熟
するにつれ、発病果
率が高まります。　
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子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

　
〈「
ス
マ
ホ
に
子
守
り
を
さ
せ
な
い
で
」〉

内
海
病
院
小
児
科

山　

本　

真
由
美
先
生

使
わ
せ
て
ほ
し
が
る
し
、
使
い

方
も
す
ぐ
に
覚
え
ま
す
。で
も
、

ス
マ
ホ
は
、
子
ど
も
の
反
応
に

応
じ
た
り
一
緒
に
関
わ
り
あ
っ

て
遊
ん
で
は
く
れ
ま
せ
ん
。
ス

マ
ホ
か
ら
返
っ
て
く
る
反
応
は

限
定
的
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
過
ご
し
て
い
る
と
、
子
ど
も

の
言
語
発
達
の
遅
れ
、
目
を
合

わ
せ
な
く
な
り
関
わ
り
合
い
を

持
と
う
と
し
な
く
な
る
、
な
ど

の
弊
害
が
生
じ
て
き
ま
す
。

　

最
近
、
人
差
し
指
で
パ
ソ
コ

ン
の
画
面
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
よ

う
と
す
る
お
子
さ
ん
が
い
ま
し

た
。
ま
た
、
診
察
の
た
め
に
ス

マ
ホ
を
片
付
け
る
と
、
急
に
大

め
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し

て
い
る
時
代
で
す
。
子
育
て
の

中
に
も
、
便
利
な
ア
プ
リ
と
し

て
取
り
入
れ
て
い
る
方
も
少
な

く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

た
と
え
ば
子
ど
も
が
ス
マ
ホ

で
遊
ん
で
い
る
と
、
静
か
に
し

て
く
れ
て
い
る
の
で
楽
チ
ン
で

す
。
子
ど
も
も
、
大
人
の
使
っ

て
い
る
ス
マ
ホ
に
興
味
津
々
で

　

今
年
の
残
暑
は
そ
れ
ほ
ど
厳

し
く
な
い
よ
う
で
、
秋
の
足
音

が
す
ぐ
そ
こ
に
聞
こ
え
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

外
で
遊
ぶ
の
に
ち
ょ
う
ど
い

い
気
候
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
ス
マ
ホ
に
子
守
り
を
さ
せ
な

い
で
」
こ
れ
は
、
日
本
小
児
科

医
会
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
提
言

で
す
。

　

大
人
の
多
く
が
ス
マ
ホ
を
始

声
で
泣
き
叫
ん
で
ス
マ
ホ
を
取

り
返
そ
う
と
す
る
お
子
さ
ん
。

言
い
聞
か
せ
て
も
全
然
聞
か

ず
、
大
人
が
根
負
け
し
て
ス
マ

ホ
を
渡
す
と
、
別
人
の
よ
う
に

お
と
な
し
く
ス
マ
ホ
を
使
い
出

し
ま
し
た
。
少
し
前
ま
で
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
の
姿
で

す
。

　

大
人
の
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
付

き
合
い
方
に
も
要
注
意
で
す
。

た
と
え
ば
、
子
ど
も
が
一
緒
の

と
き
に
大
人
が
ス
マ
ホ
に
夢
中

に
な
っ
て
い
る
と
、
大
人
の
目

に
子
ど
も
は
見
え
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
興
味
や
関

心
、
要
求
に
気
づ
い
て
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も

の
安
全
に
も
気
が
配
れ
ま
せ
ん
。

　

便
利
な
も
の
は
上
手
に
生
活

に
取
り
入
れ
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
が
、
子
育
て
に
関
し
て
は

メ
デ
ィ
ア
の
利
用
は
慎
重
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

の
心
は
、
実
際
に
触
れ
る
人
や

も
の
と
の
関
わ
り
の
中
で
育
っ

て
い
き
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
も
使

い
方
次
第
、
一
緒
に
遊
ん
で
そ

の
体
験
を
共
有
す
る
な
ど
、
親

御
さ
ん
も
忙
し
い
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
親
子
が
一
緒
に
過
ご
す

時
間
は
し
っ
か
り
子
ど
も
と
関

わ
っ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

温浴健康教室のご案内

日　程 送　　迎　　地　　区
10月２日 神浦・蒲野・吉野・二面・室生

10月23日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・西村・
草壁・安田

10月30日 馬木・苗羽・坂手・古江・堀越・田浦・
西村・草壁・安田

※送迎は、お電話で当日の午前11時までにお申し込みください。
※10月９日、16日はお休みします。
申し込み先　健康づくり福祉課 国保係　☎82－7038

❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

241Kcal
　6.3ｇ
　12.3ｇ
54mg
　0.9ｇ

今年のテーマ　 ～塩分控えめレシピ～

（小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

かぼちゃ
にんじん
きゅうり
塩
ミニトマト

卵
塩
こしょう
粒マスタード
マヨネーズ

400ｇ
小１本
２本

小さじ１/２
８個

２個
ひとつまみ

少々
大さじ１
大さじ４

かぼちゃは一口大、にんじんは１ｃｍの角切りにして茹
でるか電子レンジでやわらかくなるまで加熱する。
きゅうりは小口切りにし、塩でもんでしぼる。
ミニトマトは半分に切る。
卵は５～６分茹で、４等分に切る。
マヨネーズとマスタードを混ぜ、①②の材料を加え、
塩、こしょうで味をととのえる。
⑤を器に盛り、トマトと卵をかざる。

①

②
③
④
⑤

⑥
※マスタードとかぼちゃの甘みで、塩分が少なくてもおいしくい
ただけます。

かぼちゃと
卵のサラダ

　

10
月
27
日
か
ら
の
読
書
週
間

に
ち
な
み
、
町
内
の
小
・
中
学

生
と
高
校
生
か
ら
読
書
感
想
文

を
、
ま
た
一
般
の
方
か
ら
読
書

感
想
文
・
創
作
文
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
の
種
類

　
・
Ａ
類　

自
由
図
書

　
・
Ｂ
類　

郷
土
出
身
作
家
作
品

　
・
Ｃ
類　

創
作
・
随
筆
な
ど

　
（
俳
句
、
詩
は
除
き
ま
す
）

応
募
作
品

　

1
人
1
点
（
発
表
、
未
発
表

の
別
は
不
問
。
た
だ
し
、
平
成

26
年
4
月
1
日
以
降
の
作
品
）

作
品
提
出

　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
学

校
を
通
じ
て
、
一
般
の
方
は
図

書
館
ま
た
は
、
教
育
委
員
会
、

池
田
公
民
館
に
あ
る
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

同
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

　

10
月
28
日
㈫
〜

平
成
27
年
1
月
9
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館

　

☎
８
２
―
０
２
９
１

第第
3636
回
読
書
感
想
文
・
創
作
文
」の
募
集
に
つ
い
て

回
読
書
感
想
文
・
創
作
文
」の
募
集
に
つ
い
て



小豆島町立
図書館
☎82－0291
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ハケンアニメ！　
ランチに行きましょう
六億九、五八七万円を取り返せ同盟!!
宝石ザミステリー　2014夏
壊れる心
マスカレード・イブ
壁と孔雀
カシュトゥンガ
白　　蓮
鴨川食堂おかわり
岳 飛 伝　10
夏のキグナス
優雅なのかどうか、わからない
舞妓はレディ
孤独の力
荊棘の実
長生きしたけりゃ「肺活」しなさい
女性のための防災BOOK
定年に備えるお金の教科書
大人がもう一度はじめる将棋入門
レッツ！粉もの部
シニアの簡単おいしい1人分ごはん
だいすき！絵本からうまれたおいしいレシピ
るるぶ日帰り温泉関西中国四国北陸'15

辻 村 深 月
深 沢　　 潮
古　野　まほろ
光 文 社
堂 場 瞬 一
東 野 圭 吾
小 路 幸 也
水 沢 秋 生
宮 崎 蕗 苳
柏 井　　 壽
北 方 謙 三
柴 崎 竜 人
松 家 仁 之
周 防 正 行
五 木 寛 之
柳 原 白 蓮
奥 仲 哲 弥
マガジンハウス
野 尻 哲 史
加 藤 一 二 三
給 食 系 男 子
岩 崎 啓 子
きむら　か　よ

（幼児向き）
かげのひこうき
ハッピー、ラッキーヤギダンス
おはなしばあさんと風来坊
ふたごのどんぐり
はなちゃんのぼうし
おへんろさん
（児童向き）
動物のおじいさん、動物のおばあさん
モンスター・ホテルでたんていだん
はっぱのきつねさん
ふしぎ駄菓子屋銭天堂　3
一度だけの魔法
（ティーンズ向き）
大人でも答えられない！宇宙のしつもん
山 月 記
坂東蛍子、日常に飽き飽き

オリーブギャラリー10月の展示（オリーブナビ小豆島2階）

　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

　展示時間　9：00～ 17：00

展　示　期　間 展　示　内　容
9月21日㈰～10月4日㈯ 絵画愛好会作品展
10月17日㈮～10月28日㈫ 砂丘　鳥葉会　「砂丘俳画展」

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す

フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ
の
写
真

展
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　
　
　

９
時
〜
18
時

会
場　

内
海
福
祉
会
館　

２
階

主
催　

フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー

ブ
、
全
日
本
写
真
連
盟
小
豆

島
支
部

後
援　

小
豆
島
町
文
化
協
会
、

全
日
本
写
真
連
盟
香
川
県
本

部 フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ

フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ

第第
5252
回
写
真
展
の
ご
案
内

回
写
真
展
の
ご
案
内

広報文芸

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

歌壇　小豆島
八月例会　詠草

人
住
め
ぬ
国
土
と
す
る
か
原
発
屋
宿
替
へ
を
す
る
場
所
も
作
ら
ず　
　
　
　
　
　

堀
内　

実
男

台
風
に
見
え
ざ
る
窓
の
定
期
船
今
日
の
日
課
は
時
計
に
賴
る　
　
　
　
　
　
　
　

伝
宝
千
鶴
子

台
風
の
過
ぎ
た
る
島
の
夜
の
沖
に
停
泊
船
と
満
月
の
海　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木　

勝
子

秋
立
つ
と
開
き
て
驚
く
こ
の
暑
さ
水
銀
柱
は
34
℃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
元　

露
子

ス
ー
パ
ー
の
目
玉
商
品
日
替
り
で
お
盆
に
向
け
て
チ
ラ
シ
合
戦
す　
　
　
　
　
　

八
木　

慶
子

夫
を
子
を
い
く
さ
に
捕
ら
れ
泣
く
ひ
と
の
数
多
ゐ
る
な
り
こ
の
地
上
に
は　
　
　

立
住
喜
代
子

花
時
の
来
れ
ば
行
き
た
し
な
つ
か
し
き
浜
昼
顔
に
物
言
ひ
た
く
て　
　
　
　
　
　

森　

フ
サ
子

書
い
て
あ
る
「
旬
が
一
番
い
い
」
と
い
ふ
暖
簾
が
動
く
秋
立
つ
風
に　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

今月のロビー展

映画会のお知らせ

行 事 名 日　　　　　　時 対　象
論語を読む会
にこにこおはなし会
古文書講座
おはなしひとみ会
更級日記を読む会
読書会
（内容：「舟を編む」　三浦しをん　著）

4日 ㈯　
5日 ㈰　
11日 ㈯　
12日 ㈰　
18日 ㈯　
19日 ㈰　

10：00～12：00
14：00～14：30
10：00～12：00
14：00～14：30
14：00～16：00
14：00～16：00

一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般
小　学　生
一　　　般
一　　　般

大人向け「文学賞等受賞作品図書」展　　　　11月27日㈭まで
　読書週間にあたり、各種の賞を受賞した大人向けの本を展示・貸出します。
子供向け「外国のおはなし」展　　　　　　　10月30日㈭まで
　展示・貸出します。ぜひご利用ください。

図書館で映画を上映します。懐かしの名作映画などを上映予定です。
10月25日㈯　14時から（大人向け）　「バック トゥ・ザ フューチャー2」
10月26日㈰　14時から（子供向け）　「ミッキーとドナルドの仲間たち」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。

10月の行事予定

長
男
の
嫁
も
同
郷
門
火
焚
く　
　
　
　
　
　

眞
砂　

松
韻

落
蝉
の
畳
め
ぬ
羽
を
ふ
る
は
せ
て　
　
　
　

柴
田　

禮
美

踊
終
ふ
三
三
五
五
と
い
う
余
韻　
　
　
　
　

明
田　

紘
子

秋
桜
言
葉
少
な
に
応
え
ら
れ　
　
　
　
　
　

木
村　

典
子

愛
犬
と
朝
の
散
歩
や
秋
め
け
る　
　
　
　
　

三
木
こ
ず
え

自
転
車
で
巡
る
若
者
秋
遍
路　
　
　
　
　
　

真
砂　

一
美

北地レディース句会
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予
防
接
種（
定
期
接
種
）の
お
知
ら
せ

予
防
接
種（
定
期
接
種
）の
お
知
ら
せ

年度末年齢 平成26年度対象者（H26.10.1～ H27.3.31）
65歳 昭和24年４月２日生～昭和25年４月１日生
70歳 昭和19年４月２日生～昭和20年４月１日生
75歳 昭和14年４月２日生～昭和15年４月１日生
80歳 昭和９年４月２日生～昭和10年４月１日生
85歳 昭和４年４月２日生～昭和５年４月１日生
90歳 大正13年４月２日生～大正14年４月１日生
95歳 大正８年４月２日生～大正９年４月１日生
100歳 大正３年４月２日生～大正４年４月１日生
101歳以上 大正３年４月１日以前の生まれの方

　

10
月
1
日
か
ら
65
歳
の
方
に

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
が

定
期
接
種
と
な
り
ま
す
。

　

経
過
措
置
と
し
て
、
昭
和
23

年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成

30
年
度
ま
で
の
間
に
5
歳
刻
み

の
年
齢
に
達
し
た
時
に
順
次
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
者

①
下
記
の
表
に
該
当
す
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免

疫
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

方
※
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を

一
度
で
も
接
種
し
た
事
が
あ

る
方
は
対
象
外
で
す
。

　

対
象
者
①
の
方
は
、
個
別
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
②
の
方
は
、

健
康
づ
く
り
福
祉
課
ま
で
予
診

票
を
と
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
1
日
か
ら
水
痘
予
防
接

種
が
定
期
接
種
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

①
接
種
日
に
お
い
て
1
歳
の
誕

生
日
の
前
日
か
ら
3
歳
の
誕

生
日
の
前
日
ま
で
の
方
（
２

回
接
種
に
な
り
ま
す
）

②
接
種
日
に
お
い
て
３
歳
の
誕

生
日
の
当
日
か
ら
５
歳
の
誕

生
日
の
前
日
ま
で
の
方
（
１

回
接
種
に
な
り
ま
す
）

※
す
で
に
水
痘
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
方
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

※
②
に
該
当
す
る
方
は
10
月
1

日
〜
平
成
27
年
3
月
31
日
ま

で
の
間
に
限
り
定
期
接
種
の

対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
個
別
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
お
知
ら

せ
に
同
封
す
る
資
料
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 
 

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

　
「
予
防
接
種
法
」
に
よ
り
、

満
65
歳
以
上
の
方
と
、
満
60
歳

以
上
で
左
記
の
要
件
に
該
当
す

る
方
は
、
そ
の
費
用
の
一
部
が

公
費
負
担
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
方
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

対
象
者

　
・
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
方

　
・
満
60
〜
64
歳
で
、
慢
性
高
度

心
・
肺
・
腎
機
能
不
全
者
と

認
め
ら
れ
る
方

実
施
期
間　

10
月
〜
平
成
27
年

3
月
末　
（
期
間
中
に
1
回

の
接
種
に
限
り
ま
す
。）

実
施
方
法　

各
自
で
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
持

参
し
受
診
く
だ
さ
い
。
予
診

票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

費
用

　

自
己
負
担
金
１
，８
０
０
円

＊
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
に

　

な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関

　

窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

＊
一
部
公
費
負
担
で
受
け
ら
れ

　

る
の
は
1
回
の
み
で
す
。

◎
島
外
（
県
内
）
の
医
療
機
関

で
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
健
康
づ
く
り
福
祉
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り

福
祉
課　

☎
８
２
―

７
０
３
８

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

予
防
接
種
に
つ
い
て

高
齢
者
肺
炎
球
菌

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種

予
防
接
種

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）

予
防
接
種

予
防
接
種

　総務省では、10月20日㈪から26日㈰を行政
相談週間と定め、10月中に行政相談所の開設
やさまざまな行事を行っています。
　以下のとおり行政相談所を開設しますの
で、国の仕事やサービスなどについて、苦情
や意見・要望をお持ちの方は、お気軽にご相
談ください。
日　　時　10月８日㈬　13時30分～16時
場　　所　内海庁舎２階小会議室
相談委員　柏原　寛子
日　　時　10月20日㈪　13時30分～16時
場　　所　池田保健センター保健指導室
相談委員　三木  洋子
問い合わせ先  総務省四国行政評価支局
　　　　　行政相談課  ☎087－831－3103

行政相談週間行政相談週間
10月20日㈪～26日㈰10月20日㈪～26日㈰

困ったら一人で悩まず行政相談
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【
公
演
】

11
月
2
日
㈰

開
演
：
16
時
（
1
回
目
）

　
　
　

19
時
（
2
回
目
）

場
所
：
土
庄
町
立
中
央
公
民
館

11
月
3
日
（
月
・
祝
）

開
演
：
11
時
（
3
回
目
）

　
　
　

14
時
30
分
（
4
回
目
）

場
所
：
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ

※
開
場
は
各
開
演
の
30
分
前
と

な
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
出
演
者
が
変
更

に
な
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
全
席
自
由
席
、
3
歳
以
下
は

ご
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
4
歳

以
上
は
有
料
で
す
。

　
【
出
演
】

新
喜
劇
：
内
場
勝
則
／
池
乃
め

だ
か
／
未
知
や
す
え

落
語
：
桂
三
度 

ほ
か

　
【
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
窓
口
】

オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ

　

☎
８
２
―
７
０
０
７ 

土
庄
町
役
場
商
工
観
光
課

　

☎
６
２
―
７
０
０
４

　
【
全
席
自
由
】
前
売
り
３
，５
０

０
円
／
当
日
３
，８
０
０
円

　
【
主
催
】
吉
本
新
喜
劇
小
豆
島

公
演
実
行
委
員
会

　
【
協
力
】
よ
し
も
と
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】
小
豆
島
観

光
協
会　

☎
８
２
―
１
７
７
５

　

２
０
１
２
年
に
総
合
格
闘
技

「
修
斗
」
の
プ
ロ
に
な
っ
た
児

玉
京き

ょ
う
た大
（
橘
出
身
）
さ
ん
が
、

7
月
6
日
（
日
）
に
阿
倍
野
区

民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
（
大
阪

府
）
で
行
わ
れ
た
「
２
０
１
４

年
度
新
人
王
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト 

ウ
エ
ル
タ
ー
級　

準
決
勝
」

に
見
事
勝
利
し
、
決
勝
に
進
出

し
ま
す
。

　

児
玉
さ
ん
か
ら
は
「
現
在
大

阪
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、

試
合
に
臨
む
と
き
は
い
つ
も
後

援
会
か
ら
い
た
だ
い
た
小
豆
島

が
描
か
れ
た
試
合
用
パ
ン
ツ
を

履
き
【
小
豆
島
の
児
玉
】
と
し

て
試
合
に
出
て
い
ま
す
。【
小

豆
島
か
ら
世
界
へ
】
を
目
指
し

て
一
歩
ず
つ
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
決
勝
で
も
必
ず
勝
利
し
、

新
人
王
に
な
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。」
と
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
の
詳
し
い
日
程
な
ど

に
つ
き
ま
し
て
は
修
斗
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

修
斗
の
プ
ロ
、
児
玉
京
大
さ
ん
が

新
人
王
ま
で
あ
と
一
歩
！

修

吉
本
新
喜
劇

吉
本
新
喜
劇

　
　

爆
笑
！
小
豆
島
特
別
公
演

　
　

爆
笑
！
小
豆
島
特
別
公
演

〜
あ
の
吉
本
新
喜
劇
が
小
豆
島
に
や
っ
て
来
る
！
〜

児 玉 京 大さん

　
「
浄
化
槽
の
日
」
は
、
浄
化

槽
法
が
昭
和
60
年
10
月
1
日
に

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て

定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
浄

化
槽
の
一
層
の
普
及
に
向
け
た

様
々
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
全
国

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

浄
化
槽
は
生
活
排
水
を
き
れ

い
に
す
る
な
ど
環
境
保
全
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

が
、
保
守
点
検
や
清
掃
を
正
し

く
行
わ
な
い
と
正
常
な
機
能
を

発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
使
用

者
に
は
年
に
1
回
、
法
定
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
公
益
社
団
法
人

香
川
県
浄
化
槽
協
会
か
ら
順
次

受
検
案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
よ
り
受
検
料
が
改
定

さ
れ
、
10
人
槽
ま
で
が
４
，９
０

０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

小
豆
総
合
事
務
所
環
境
森
林
課

☎
６
２
―
２
７
３
１

香
川
県
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
８
７
―

８
３
２
―

３
２
２
４

（
公
社
）
香
川
県
浄
化
槽
協
会

☎
０
８
７
―

８
８
１
―

６
６
０
０

十
月
一
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」
で
す

小豆島が描かれた試合用パンツ



皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎75－1800
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頃の練習の成果を発揮して

つかくる災害に備えて

の健康の大切さ

第47回小豆郡小学生水泳記録会

小豆島東消防署（仮称）新築工事安全祈願祭

平成 26年度歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール

　7月23日、土庄町民プールで、第47回小豆郡小学
生水泳記録会が開催され、子どもたちは、日頃の練習
の成果を発揮していました。　
　また、8月1日には高松市で、第44回香川県少年水
泳競技大会が開催され、町内の4名の小学生が入賞し
ました。
　なお、残念ながら6年生の部は台風の影響で中止と
なりました。

　9月3日、小豆島消防署内海分署横の駐車場におい
て、小豆島東消防署（仮称）新築工事の安全祈願祭が
行われました。
　現消防署は建築から40年以上を経て老朽化が進む
とともに、耐震性も十分でなく、さらに消防救急無線
のデジタル化への移行期限も迫っていることなどから
今回新築整備を行うもので、完成後は住民の皆さんが
安全・安心に暮らすための災害対応拠点として期待さ
れます。
　なお、完成は平成27年12月末頃を予定しています。

　8月21日、（公社）香川県歯科医師会主催の「平
成26年度歯・口の健康に関する図画・ポスターコン
クール」の幼稚園の部において、こどもセンターの森
月
つく

詩
し

ちゃん（5歳）が最優秀賞を受賞し、香川県歯科
医療専門学校で表彰式が行われました。
　このコンクールは歯科保健思想の普及向上を図る目
的としています。
　また、同コンクールで同じくこどもセンターの松崎
杏
あん

夏
な

ちゃん（5歳）が優秀賞を受賞しました。

日

い

歯

学　年 種　　目 氏　　名 校　名 記　録

5年男子

50ｍ自由形 竹田　悠人 池田小 38"5
100ｍ自由形 1'31"1
100ｍ背泳ぎ 立花　匡平 星城小 2'01"7
50ｍバタフライ 平岡　柚月 池田小 49"5
100ｍバタフライ 2'04"8
200ｍリレー 星　城　小 2'54"1

5年女子

50ｍ背泳ぎ 大西　花怜 池田小 52"0
100ｍ背泳ぎ 1'58"2
50ｍバタフライ 坂口　凜奈 安田小 43"4
100ｍバタフライ 1'47"7

6年男子

50ｍ自由形 宝来　真己 星城小 33"7
50ｍバタフライ 35"7
100ｍバタフライ 濵元　嵐士 安田小 1'32"0
200ｍリレー 星　城　小 2'29"6
メドレーリレー 2'45"7

学　年 種　　目 氏　　名 校　名 記　録

6年女子

50ｍ自由形 三木菜々子 安田小 34"7
100ｍバタフライ 1'29"9
50ｍ平泳ぎ 牛谷　　海 安田小 47"9
100ｍ平泳ぎ 1'43"4
50ｍ背泳ぎ 海野　茉央 安田小 44"3
100ｍ背泳ぎ 1'42"8
50ｍバタフライ 本多　　友 池田小 46"3
200ｍリレー 安　田　小 2'40"4
メドレーリレー 2'45"0

第47回小豆郡小学生水泳記録会

学　年 種　　目 順位 氏　　名 校　名 記　録

5年男子 100ｍバタフライ 第6位 平岡　柚月 池田小 1'53"24
第8位 藪脇　昂正 安田小 1'54"47

100ｍ背泳ぎ 第7位 立花　匡平 星城小 1'53"30
5年女子 100ｍバタフライ 第8位 坂口　凜奈 安田小 1'44"90

第44回香川県少年水泳競技大会

（町内関係1位のみ掲載）

※6年生は台風接近のため中止
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く
ら
し
の
情
報

　

香
川
県
国
民
年
金
基
金
で
は
、

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て
の
年

金
相
談
会
を
開
設
し
ま
す
。
国

民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て

加
入
で
き
る
国
民
年
金
基
金
の

特
長
と
メ
リ
ッ
ト
を
ご
説
明
し

ま
す
。

日
時　

10
月
16
日
㈭

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所　

内
海
庁
舎
第
一
相
談
室

相
談
員　

香
川
県
国
民
年
金
基

金
職
員

持
参
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
年

金
定
期
便
、
預
金
通
帳
、
通

帳
印
（
口
座
振
替
の
た
め
）

問
い
合
わ
せ
先　

香
川
県
国
民

年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０
―
６
５
―
４
１
９
２

日
時　

①
10
月
10
日
㈮

　

 

10
時
〜
15
時

　
　
　

②
10
月
15
日
㈬

　

10
時
〜
15
時

　

労
災
保
険
法
に
お
い
て
は
、

業
務
上
死
亡
さ
れ
た
労
働
者
に

係
る
遺
族
補
償
給
付
等
の
請
求

権
は
5
年
で
時
効
に
よ
り
消
滅

し
ま
す
が
、
石
綿
救
済
法
に
よ

り
、
石
綿
健
康
被
害
を
原
因
と

し
て
業
務
上
死
亡
さ
れ
た
労
働

者
に
係
る
遺
族
請
求
に
つ
い
て

は
平
成
34
年
3
月
27
日
を
期
限

と
し
て
、
5
年
以
上
経
過
し
て

い
て
も
特
例
に
よ
り
特
別
遺
族

給
付
金
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
香
川
労
働
局

労
災
補
償
課（
☎
０
８
７
―

８
１
１
―
８
９
２
１
）、
高

松
労
働
基
準
監
督
署（
☎
０

　

８
７
―
８
１
１
―
８
９
４
８
）

　

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
19
日
㈰

　
　
　

８
時
40
分
〜
12
時
30
分

申
し
込
み　

当
日
受
付

問
い
合
わ
せ
先　

香
川
県
立
聾

学
校　

教
頭　
廣
瀬

　
☎
０
８
７
―
８
６
５
―
４
４
９
２

　

10
月
の
「
感
謝
の
集
い
」
は

社
会
教
育
講
師
の
栗
本
講
師
を

お
招
き
し
、
左
記
の
テ
ー
マ
に

て
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、併
せ
て
県
下
の
「
親
守
詩
」

コ
ン
テ
ス
ト
の
島
内
入
賞
者
表

彰
式
を
行
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
４
日
㈯

　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所　

ふ
る
さ
と
荘
交
流
セ
ン

タ
ー

テ
ー
マ　
「
道
徳
は
家
庭
か
ら
」

講
師　

栗
本
貞
子
講
師

会
費　

無
料

主
催　

小
豆
島
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事

務
所

問
い
合
わ
せ
先　

㈱
テ
ル
シ
タ

　

☎
８
２
―
１
２
７
１

小
豆
島
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
主
催

「
ミ
ニ
公
開
講
座
」
の
ご
案
内

香
川
県
立
聾
学
校学校

開
放
日

場
所

①
内
海
庁
舎　

研
修
室

②
池
田
庁
舎　

第
３
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
他
、
運
転

免
許
証
等
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が

来
ら
れ
る
際
に
は
、
委
任
状

お
よ
び
依
頼
を
受
け
た
ご
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係

　

☎
８
２
―
７
０
０
５

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n

October
10月

石
綿
救
済
法
の
ご
案
内

国
民
年
金
基
金
相
談
会

　

こ
の
た
び
、
長
ら
く
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
な
か

よ
し
商
品
券
・
５
０
０
円
券
・

１
０
０
０
円
券
の
販
売
が
平
成

26
年
9
月
30
日
を
も
っ
て
終
了

と
な
り
ま
す
。
旧
商
品
券
・
な

か
よ
し
商
品
券
の
ご
利
用
に
際

し
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
12
月

31
日
を
も
っ
て
完
全
に
終
了
と

な
り
、
小
豆
島
商
業
協
同
組
合

加
盟
店
で
の
ご
利
用
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

下
記
の
旧
商
品
券
・
な
か
よ

し
商
品
券
を
お
持
ち
の
方
は
、

期
日
ま
で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
現
在
の
な
か
よ
し
チ
ッ

プ
は
平
成
27
年
11
月
30
日
ま

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
島
商
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事　

八
木
智
之

　

☎
８
２
―
６
７
２
２

参
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が

な
か
よ
し
商
品
券
が
終
了
し
ま
す
！

な
か
よ
し
商
品
券
が
終
了
し
ま
す
！

旧商品券 現行のなかよし商品券

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

相
談

A
d
v
ice
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担
当　

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
員

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、

事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

か
が
わ
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
８
７
―
８
１
１
―
５
３
８
８

※
土
日
祝
日
は
休
館
。

日
時　

10
月
３
日
㈮

　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
必
ず
受
付
時
間
内
に
受
け
付

け
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

高
松
家
庭
・
簡
易
裁
判

所
庁
舎
1
階

相
談
方
法　

弁
護
士
に
よ
る
面

談
で
の
法
律
相
談（
30
分
以
内
）

予
約　

不
要
（
受
付
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

香
川
県
弁
護

士
会
事
務
局

　
☎
０
８
７
―
８
２
２
―
３
６
９
３

相
談
時
間　

8
時
30
分
〜
17
時

15
分
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

※
担
当
者
不
在
の
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
所　

高
松
法
務
局
不
動
産
登

記
部
門　

筆
界
特
定
室

　
☎
０
８
７
―
８
５
１
―
６
３
８
４

　

視
覚
障
が
い
者
や
目
に
不
自

由
さ
を
感
じ
て
い
る
方
お
よ
び

そ
の
家
族
や
関
係
者
を
対
象

に
、
福
祉
制
度
の
説
明
、
パ
ソ

コ
ン
・
歩
行
な
ど
の
訓
練
や
便

利
グ
ッ
ズ
の
紹
介
な
ど
を
行
う

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
４
日
㈯

　
　
　

10
時
〜
14
時

場
所　

内
海
庁
舎　

第
一
・
二

相
談
室

※
香
川
県
視
覚
障
が
い
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
職
員
お
よ
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ふ
れ

あ
い
て
ん
て
ん
」
の
ス
タ
ッ

フ
が
個
別
に
応
対
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

香
川
県
視
覚

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
７
―
８
１
２
―
５
５
６
３

　

ふ
れ
あ
い
て
ん
て
ん

　

☎
０
９
０
―
７
１
４
７
―
７
１
５
１

　日
時　

10
月
15
日
㈬

　
　
　

11
時
30
分
〜
15
時

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所

　
　
　

東
館
2
階
会
議
室

対
象　

15
〜
39
歳
ま
で
の
本
人

ま
た
は
そ
の
家
族

内
容　

就
職
の
個
別
相
談
・
応

募
書
類
の
確
認
な
ど

日
時　

10
月
14
日
㈫
〜
18
日
㈯

　
　
　

12
時
〜
16
時

場
所　

・
14
日
〜
17
日　

香
川

県
労
働
委
員
会
会
議
室

　

・
18
日　

高
松
港
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
6
階
会
議
室

対
象
者　

県
内
の
事
業
所
で
働

く
労
働
者
の
方
、
労
働
組
合

や
事
業
主
の
方

相
談
員　

香
川
県
労
働
委
員
会

委
員
な
ど

申
し
込
み　

18
日
㈯
の
相
談
に

つ
い
て
は
、
17
日
㈮
17
時
ま

で
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

香
川
県
労
働

委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
７
―
８
３
２
―
３
７
２
１

日
時　

10
月
25
日
㈯

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

土
庄
簡
易
裁
判
所
民

事
調
停
委
員
、
高
松
家
庭
裁

判
所
土
庄
出
張
所
家
事
調
停

委
員

相
談
内
容　

賃
貸
借
、
土
地
境

界
、
夫
婦
関
係
な
ど

※
調
停
手
続
き
の
予
定
の
な
い

方
で
も
結
構
で
す
。

相
談
料　

無
料

主
催　

土
庄
調
停
協
会

　

☎
６
２
―
４
８
６
３

無
料
労
働
問
題
相
談
会

調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

土
地
の
筆
界
（
境
界
）
に

関
す
る
相
談
所

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
小
豆
島
出
張
相
談
会

「
法
の
日
」
週
間
記
念

無
料
法
律
相
談

赤い羽根共同募金
今年もみなさまのご協力をお願いいたします。

期間 10月1日～12月31日
www.akaihane.or. jp

●赤い羽根データベース「はねっと」をご覧ください。

香 川 県 共 同 募 金 会
小豆島町共同募金委員会

☎82－5318

　

小
豆
島
は
、
昭
和
９
年
に

我
が
国
最
初
の
国
立
公
園
の

一
つ
に
指
定
さ
れ
、
今
年
で
80

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
、
日
本
を
代
表
す
る
有
識
者

の
方
々
と
と
も
に
島
の
自
然
環

境
、
歴
史
・
文
化
な
ど
の
資
源

を
捉
え
直
し
て
島
の
こ
れ
か
ら

の
あ
り
方
を
議
論
し
、
全
国
へ

発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

※
当
日
自
由
参
加
可
能
で
す
。

日
時　

10
月
25
日
㈯

　
　
　

15
時
〜
17
時

会
場　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ

　
　
　

オ
リ
ー
ブ
ホ
ー
ル

主
催　

小
豆
島
町

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課

　

☎
７
５
―
１
８
０
０

「
小
豆
島
を
考
え
る
・
国
立
公
園

「
小
豆
島
を
考
え
る
・
国
立
公
園
8080
周
年
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
の
お
知
ら

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
の
お
知
ら
せせ

〈パネリスト〉
　小野寺　浩（東京大学特任教授）
　白幡洋三郎（国際日本文化センター
　　　　　　　名誉教授）
　小長谷有紀（人間文化研究機構理事、
　　　　　　　国立民族学博物館教授）
　永山　悦子（毎日新聞社科学環境部）
　塩田　幸雄（小豆島町長）

視
覚
障
が
い
者
生
活
相
談
会
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毎月19日は「食育の日」朝ごはん大好き 野菜大好き 小豆っ子

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の島々の魅力をお伝えしています。10月はオリー
ブの新漬、小豆島霊場開創1200年、オリーブ大収穫祭、瀬戸内海国立公園指定80周年記念事業「新嘗祭2014」など
の話題をお届けする予定です。※放送内容は、変更になる場合があります。※放送内容は、変更になる場合があります。

　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　　　　周波数78.6MHz 毎週火曜日 8：25～8：30

1日 水
2日 木 こころの悩み相談　14：30～16：10　小豆総合事務所 東館1階デイケア室

献血　　　　　　　13：00～14：00　　　池田保健センター
　　　　　　　　　15：00～16：00　　リベラルサンシャイン

3日 金
4日 土
5日 日
6日 月
7日 火 いこいの場　　　　10：00～　　　　　　　内海福祉会館
8日 水 行政相談　　　　　13：00～16：00　内海庁舎1階　第1相談室
9日 木 1歳６か月児健診　 13：15～14：45受付

　（対象児：平成25年１月18日～４月９日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　 老人保健施設うちのみ

10日 金
11日 土
12日 日
13日 月
14日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　内海庁舎1階　第1相談室
15日 水
16日 木
17日 金
18日 土
19日 日
20日 月 行政相談　　　　　13：00～16：00　池田保健センター1階 保健指導室
21日 火
22日 水
23日 木 2歳児歯科健診　　 13：30～14：30受付

　（対象児：平成24年3月～8月生まれ） イマージュセンター
24日 金 すくすくルーム　　10：00～10：15受付

　（対象児：平成26年8月生まれ）　　 イマージュセンター
ベビーサロン　　　10：00～12：00
家族相談　　　　　14：00～15：30　　　　 内海福祉会館

25日 土
26日 日 結核・肺がん・大腸がん検診　10：00～11：30受付　小豆島ふるさと村

献血　　　　　　　10：00～15：00　　 （ふるさと商工まつり会場）
27日 月 結核・肺がん・大腸がん検診　10：00～10：15受付　池田公民館中山分館

　　　　　　　　　　　11：00～11：30受付　　　　蒲生公民館
　　　　　　　　　　　13：30～14：00受付　　　　　城山会館
　　　　　　　　　　　14：30～15：00受付　　　　二生公民館

28日 火 結核・肺がん・大腸がん検診　10：10～10：30受付　三都ふれあいセンター
　　　　　　　　　　　11：00～11：15受付　吉野地区集落センター
　　　　　　　　　　　13：30～14：30受付 イマージュセンター
心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター

29日 水 結核・肺がん・大腸がん検診　10：30～11：30受付　　　働く婦人の家
　　　　　　　　　　　13：45～15：00受付　　　内海福祉会館

30日 木 結核・肺がん・大腸がん検診　10：15～11：00受付　　　　西村公民館
　　　　　　　　　　　13：30～14：30受付　　　　草壁公民館

31日 金

}

}

町内の
【8月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 5 35 43
負 傷 者 5 40 58
死 亡 者 0 2 0

火　　災 0 7 7
救　　急 65 393 465

（敬称略）寄　付みなさんからの

小豆島町社会福祉協議会へ
　▷辻　　道代（大阪府）
小豆島町の医療へ
　▷寺下　隆章（神奈川県）

お買い物は
地元商店を
使いましょう

　▷宗　由美子（千葉県船橋市）
　▷唐沢　安泰（東京都大田区）
　▷星野　ヒサ（神奈川県横浜市）
　▷奥野　貴朗（奈良県奈良市）
　▷来住　佳祐（熊本県熊本市）

ふるさと納税（寄付）

リサイクル情報
（8・9月受付分）

【譲ります】

【求めます】
電動ベッド

バーベル・ダンベルセット
レコードプレーヤー付ステレオ　ＬＰ盤対応
アップライトピアノ
搾油機
　スクリュー式圧搾式問わず（ナタネ油等用）
安田小学校制服
　　　　　　男の子冬用上着（140～150㎝）
おまる
魚類等観賞用水槽　 大型のもの
火　鉢
電子ピアノ

無償

無償
無償
無償
無償

無償

無償
無償
無償
無償

今月の納税

●固定資産税
●国民健康保険税
●介護保険料
●後期高齢者医療保険料

3期

4期
納期限
10月31日㈮です。
※口座振替の方は通帳残高をご確認ください。

}

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

10月　くらしのカレンダー



藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
動
の

き

2014.10 18

8
月
11
日
か
ら
9
月
10
日
ま
で

人　口
男　性
女　性
世帯数

15,197
7,180
8,017
6,606

人
人
人
世帯

（△24人）
（△9人）
（△15人）

（△8）

氏
名　

夫　
　
　

妻

地

区

平
尾　

大
典
・
奈　

沙

池

田

藤
本　

大
介
・
敦　

子

蒲

野

氏

名

歳
世
帯
主

地

区

𠮷
元
政
聖
66
本

人

池

田

源　

久
子
77
本

人

〃

　

砂
輝
昭
82
本

人

〃

武
井
與
志
久

60
和

子

〃

三
木
一
野
91
考

二

室

生

須
佐
美
修
作
65
本

人

〃

中
塚
澄
榮
87
行

孝

二

面

吉
川
昇
鯉
85
本

人

〃

平
井
安
次
88
本

人

蒲

野

赤
ち
ゃ
ん
性
別

保
護
者

地

区

清
水　

瞬
し
ゅ
ん

男
裕

治

池

田

志
智　

航
わ
た
る

男
大

樹

室

生

三
宅
舞ま

羽う

女
寿

和

神
懸
通

清
川
愛あ

い

莉り

女
忠

利

安

田

寺
下
紗さ

矢や

女
直

樹

馬

木

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

【
お
め
で
た
】

◎
婚　

姻　

（
２
組
）

◎
死　

亡　

（
18
人
）

◎
出　

生　

（
５
人
）

岩
崎
靜
子
84
保

範

蒲

野

西
山
愛
子 

84
本

人

西

村

横
山
松
次
93
本

人

安

田

大
澤
髙
𠮷
96
本

人

橘

湊　
百
合
子

90
静

雄

〃

岩
永
千
一
89
本

人

苗

羽

岡
田
博
文
60
本

人

〃

中
村
博
一
82
本

人

堀

越

壷
井
ツ
ル
ヱ

96
本

人

〃

池
田
洋
子
81

勇

福

田

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

（９月１日現在（　）内は前月比）

あとがき
（編集を終えて）

▽
朝
、
晩
は
寒
さ
さ
え

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、

秋
の
気
配
を
実
感
さ
せ

ま
す
。

　

小
豆
島
の
秋
は
、
紅

葉
や
オ
リ
ー
ブ
の
収
穫

と
い
っ
た
、
芸
術
と
は

ま
た
違
う
古
く
か
ら
の

小
豆
島
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
魅
力
を
島
内

外
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
に
英
国
人
男
性
と

ヨ
ッ
ト
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら

太
平
洋
を
横
断
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
渡
っ
た
女
性
…
。
覚
え
て
い
ま

す
か
？
当
時
島
の
雑
誌
ピ
ー
プ
ル
に

掲
載
さ
れ
た
ヨ
ッ
ト
太
平
洋
横
断
記

を
覚
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
い

る
か
と
思
い
ま
す
。そ
れ
が
こ
の
私
。

私
は
今
、小
豆
島
に
住
ん
で
い
ま
す
。

思
い
起
こ
し
て
み
る
と
、
島
と
は
あ

の
頃
か
ら
深
い
縁
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

旅
行
、
海
外
在
住
体
験
を
含
め
、

様
々
な
国
や
文
化
に
触
れ
て
き
た
私

で
す
が
、
そ
の
私
を
温
か
く
迎
え
入

れ
て
く
れ
る
小
豆
島
で
は
、
自
然
の

豊
か
さ
と
そ
の
歴
史
の
深
さ
を
毎
日

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
美
し
い

自
然
は
、
下
手
す
れ
ば
有
名
な
観
光

リ
ゾ
ー
ト
地
と
な
り
、
本
来
の
美
し

さ
を
失
い
が
ち
で
す
が
、
小
豆
島
は

違
い
ま
す
。
世
界
中
の
ミ
リ
オ
ネ

ア
ー
が
別
荘
を
建
て
た
い
と
熱
望
す

る
よ
う
な
場
所
が
手
付
か
ず
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
国
内

で
も
稀
な
農
村
歌
舞
伎
や
小
豆
島
の

88
箇
所
巡
り
は
、
我
が
家
に
訪
ね
て

く
る
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
歓
喜
す

る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。　

　

小
豆
島
を
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
観

光
地
に
仕
上
げ
る
必
要
は
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
小
豆
島
を
選
び
、
訪
ね

て
来
ら
れ
た
国
内
外
か
ら
の
お
客
様

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
は
遠
い
親
戚
を
迎
え
入
れ
る

よ
う
な
、
歓
待
の
心
と
笑
顔
で
す
。

私
自
身
、
世
界
旅
行
の
思
い
出
は
観

光
名
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
キ
シ

コ
の
小
さ
な
街
で
地
元
に
咲
く
花
を

摘
ん
で
き
て
く
れ
た
少
女
の
笑
顔

や
、
ア
ジ
ア
人
と
今
ま
で
会
っ
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

の
お
じ
さ
ん
と
の
や
り
取
り
、
物
々

交
換
を
し
よ
う
と
魚
を
手
に
手
漕
ぎ

ボ
ー
ト
で
や
っ
て
き
た
マ
ル
ケ
サ
ス

諸
島
の
青
年
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

何
処
の
馬
の
骨
か
わ
か
ら
ぬ
私
を

信
頼
し
、
心
を
開
い
て
く
れ
る
人
が

目
の
前
に
い
る
と
き
、
言
葉
や
国
境

を
超
え
て
心
が
通
じ
ま
す
。
そ
れ
は

決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
期
一
会
で
知
り
合
っ
た
方
と

の
相
違
点
も
共
通
点
も
共
に
喜
ぶ

心
。
そ
の
心
に
一
人
で
も
多
く
の
観

光
客
の
方
が
こ
の
小
豆
島
で
触
れ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
き
っ
と
島
は
経

済
的
に
も
ま
た
心
の
面
で
も
豊
か
な

島
に
な
る
と
、
私
は
強
く
確
信
し
て

い
ま
す
。

　

人
類
み
な
兄
弟
、
と
一
昔
前
に
ど

こ
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
た
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
、私
は
笑
っ
た
も
の
で
し
た
が
、

今
あ
の
言
葉
が
真
実
で
あ
っ
た
こ
と

と
、
そ
れ
を
自
ら
行
動
に
移
す
こ
と

が
、
実
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
へ
の

第
一
歩
で
あ
る
こ
と
に
、
今
気
づ
き

始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
地
と
し
て
の
日
本
が
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
も
、
英
語
を
教

え
る
立
場
ま
た
通
訳
・
翻
訳
者
と
し

て
の
立
場
か
ら
も
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
小
豆
島
か
ら
始
め
て
み
る
と

い
う
の
も
…
ち
ょ
っ
ぴ
り
カ
ッ
コ
イ

イ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
が
私
か
らShodoshim

a

に

贈
る
提
案
で
す
。

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

　
『
遠
い
親
戚
が
訪
ね
て
き
た
ら
』現

住
所　

苗
羽

森も
り　

川か
わ　

光み
つ　

与よ

さ
ん


